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令和元年度の経会を開催しました
地区協議会設立後5回目となる原町田地区協議会総会ん＼本年5月 22日 lフ」くlに市民フォーラムに
て開催されました。

当日は、宮島代表の挨拶、来賓の市民協働推進担当部長平林氏の挨拶に続き、議事が進められま

した。

議事では、平成30年度の事業報告。収支決算報告。会計監査報告、及び令和元年度の役員選出
篠汁 事業計画篠∋・収支予算廉)の審議んM子われました。渚発な議論を経て、すべて原案通り承認さ

れました。

本年度も様々なイベント (※銅 参Ю を計画しております。多くの皆さまのと参胴をお待ちしてお

ります。

令和 元 射 郎 浸 碗 腿 )

代 表 宮島榮一 l田丁田第司鰤蛭各筆長・原町田三丁目町内会動

副代表 池田泉 (毒舛報全育成原町田地区委員報
吉サ|II劃闘 (田丁田第一地区民生委員児童委員協議会冨}ムヘ長l

石井幸隆 (田丁田市中蜘 紬剰編鞍滞事司

会 計 古本一男 傾町田一丁目町内会動

関田明子 に沙年崚 育鯨 町田地区委員会)

会言十監査 伊藤正巳 (田丁田「l]老人クラフ洞丁田支吉D 平本勝哉 傾町田五丁目町内会同
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令和元年層の主な事業

◆ T原町田ふれあいまつりJの開催 9Ш簸前自鶏

地区内にお住いの方や地区内で活動する団体間の

交流を促すとともに、地域の活動にかかわりのう

すい子育て世代の人々の地域活動への参加のきっ

かけとなるよう、

本年 11月 に開催

します。

今年は会場となる

町田第二小学校の

グランドが芝生化

されたため、グラ

ンドと体育館を使

い開催します。

◆ お年寄りの見守り (お年寄りの見守り事業)

高齢者が地域で孤立することなく安心して生活
ができるよう、「さりげない見守り」を中心とし
た見背り渚動へ参加する団体や事業者を拡大し
ていきます。

◆ 地区協議会ニュースの発行 (広報広聴事業)

原町田地区協議会の活動をお知らせするととも

に、地域社会づくリヘの参加者を増やすことを

目的に、広報紙「原町田地区協議会ニュース」
を発行します。

◆ 登下校時の子どもの見守り (子どもの見守り事鶏

地区内にお住いの方や団体が連携して交通安
全・防犯等に備える体制を整え、子どもたちが

安全に安心して

登下校できるよ

うに見守り活動

を継続 します。

本年度は、下校

時の見守りにつ

いても検討しま

す。

◆ 防災マツプづくり (防災事業)

地区内にお住いの方や団体が連携 。協力して震
災・風水害に対応できる体制づくりを進めてい

ます。本年度は、安全、安心な地域をめざし、

実際に街歩きをしながら防災マップを作成しま

す。

◆「原町田について話してみる会・聞いてみる会』
のF汗確  (地域住民との対話事業)

地区協議会の取り組みの参考とするとともに、

新たな担い手の発掘や地区内にお住いの方や団

体間のつながりを作るために、原町田地区にお

住いの方にお集まりいただき、ワークショップを

開催します。
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原町田地区協議会とは・・・

地域住民の生活全般に関わっている町内会。自治会連

合会と、民生委員児童委員協議会、青少年健全向晩地区

委員会の他、教育・福祉。防犯・防災等の多様な専門分

野で活躍する地区内の各種団体力‐つのテーカレに集ま

り、地区の情報を共有し、地区の課題について話し合い

取り組むべき事業を自ら選択し、実施するための組織で

現

原町田地区協議会は、右の団体で組織されています。

原町田二丁目町内会、原町田二丁目町内会、原町田二丁目

旭ヶ丘自治会、原町田三丁目町内会、原町田四丁目第一町

内会く原町田四丁目第二町会、原町田五丁目町内会、原町

田六丁目町内会六生会、原町田六丁目若葉会、町田市中央

地区商業振興対策協議会、青少年健全司或町田地区委員

会、町田第一地区民生委員児童委員協議会、町田市老人ク

ラブ町田支音R町田市社会福祉協議会、市立町田第二小学
校く市立町田第二中学校、町田第二高齢者支援センター、

lttlジェイコム湘南・神奈ナlk町田市消防団


